
「放課後スペースViva!　活動報告」は東淀川区の実情に応じた助成事業の採択を受け助成金により製作された広報物です。

２０１８年　６月号

～　viva! 運営委員会　本川　誠　～

INFORMATION

持続可能なサードプレイスにしていくために、「月額サポーター」を
募集することになりました。
サポーターになるかどうかはさておき、下記サイトだけでもご覧ください！
https://congrant.com/project/viva/127

月額サポーター募集のお知らせ

はじめました

まだ大した情報は発信してませんが、「忘れ物情報」や「イベントのご案内」などの情報を発信して
いきたいと思っております。
個人的に「ウチの子まだいますか？」「何時までに帰って来いと伝えてもらえませんか？」などのやり
取りも（繋がっていただければ）出来るようになりますので便利です！
ぜひご登録ください！
登録方法　　①　ID検索で『@ddo9185p』を検索
　　　　　　②　右記のQRコードをスマホで読み取り

放課後スペース viva ！から LINE@登録のお願い

QRコード

協賛企業様のご紹介（順不同・敬称略）
株式会社Snailtrack　株式会社たくらみ屋　株式会社西川　有限会社共和堂

月額サポーター様（順不同・敬称略）
ティーオープランニング株式会社　菓子工房しもさん家　株式会社ソレイユ　谷本直彦　竹重 智
　武田緑　村山和子　中島圭一郎　岩崎 智彌　比嘉康夫　井上 啓一　金子 恭士　鈴木 真紗子
　石井成　奥田康二　本川誠　高橋正峰　山口英司　嘉悦 弘一郎　倉垣勝史　箭原優子　

★たくさんのご支援、ありがとうございます！！

QRコード

※１０００円以上の月額サポーター様のみ掲載させていただいています。

　　　　　　　　いよいよ梅雨が到来ですね！
　　　　　　　　移動や洗濯のことを考えると億劫な雨ですが、昔から日本人は雨を愛していたようで、
　　　　　　　　２００１年に発売された『雨の名前』という書籍には実に４２２種類の雨が紹介されています。
　　　　　　　　年間降水日数が日本より５０日ほど多いロンドンでも「雨」の種類は５０程度と
　　　　　　　　いいますから、いかに日本人が語彙力が高く、雨を愛しているかを推察することが
　　　　　　　　できますよね。
　　　　　　　　先日、大雨の中 viva ！に来てくれた子どもたちと「雨の名前を考えよう！」という遊びを
　　　　　　　　しました。
さすが子どもたちの発想は豊かで、「鬼雨」「バケツ雨」「寄り道雨」「汚れ雨」「進撃の雨」・・・と、
たくさんユニークな雨が出てきました。
「神の涙」なんて、リリカルな表現をした子もいて「すごいな！」と思いました。
でも後で調べてみたら、この中で４２２種類の雨の中にすでにあった雨がありました。わかりますか？
正解は「鬼雨（きう）」です。
鬼の仕業かと思えてしまうほど激しい雨のことを「鬼雨」と呼ぶそうです。
今でいう「ゲリラ豪雨」のような激しい雨を、昔の人は鬼の仕業と考えていたようですね。
案外、昔も子どもたちがフザけてつけた名前をそのまま大人たちが
使ったのかもしれません。
そんなことを考えながら過ごすと、梅雨の億劫さも少しはマシになるかも ( 笑 )



６月の
「河川レンジャーと遊ぼう！＆カレー食卓」
河川を守る活動をされている「河川レンジャー」と、
『よし笛』を作ったり水辺の生物を観察しよう！
日程：平成３０年６月２４日（日）河川レンジャーと遊ぼう！　９:３０～
　　　　　　　　　　　　　　　　カレー食卓　12:00～
会場：放課後スペースviva! 集合
参加費：「河川レンジャーと遊ぼう！」　無料 　
カレー食卓100円（大人　３００円）　おかわり自由！

～第十二回　マナティー先生　編～

濵田　真奈
生まれも育ちも大阪市東淀川区出身。
大学で中高の社会の教員免許取得を
目指しながら、将来子どもたちとど
う関わろうか考え中。
小学生と高校生の時にピアノと空手
をしてた。

昔は本当に小さかっけど、成長期で伸
びたから、同年代ではめっちゃチビじ
ゃなくなったのに、イメージのせいで
未だにチビ扱いされる。空手経験者っ
てことを忘れちまったのなら思い出さ
せてやろうか？とニヒルな笑みを浮か
べている。

基本ネガティヴで自分に自信がないた
め、落ち込みまくるけど、雑な性格な
お陰で、寝たら忘れてけろっとするタ
イプ。めちゃくちゃ頑固な時もあれば
すぐ折れる時もあるし、なんとかいけ
るやと思う時もあればめっちゃ慎重に
なることもあるから、性格が自分でも
よく分かっていないらしい。
世間知らずすぎて、よく騙される。
よく言えばピュア、悪く言えば…ゴホ
ン！ゴホッ！ゲフン！ゲフン！…何で
もない…。

基本的に重め。海外に行きたいと思っ
てるのに、外国語が苦手だからとイモ
って未だに行けていない。しかし、や
ると決めたら「やっちゃえ精神」で馬
鹿みたいに進む。最初の一歩はめっち
ゃ重たいけど、踏んでしまったら馬鹿
みたいに走るとは本人の弁。

本川　誠
東淀川区内で朝日新聞などを扱う株
式会社Snailtrack代表取締役。
２０１４年から６０歳以上の区民の
お困りごとを解決する「いえサポ」
をスタート。「放課後スペースviva!
」の運営委員長。

中井　まひる
株式会社ソレイユ代表取締役。「地
域が喜ぶことはなんでもする会社」
をコンセプトに東淀川区内で２つの
事業（リフォーム、福祉用具）を展
開。ひがよど祭り実行委員長。

武田　緑
一般社団法人コアプラス代表。東淀
川区出身。小学校教員や地域での子
ども向けプログラム開発などの経験
を経て、現在は教育関係者の支援事
業を展開している。

能天気で何も考えてなさそうって言わ
れるが、本当に考えてない時もあるし
、めちゃくちゃ考えてる時もある。自
分が好きなこと（社会、理科、ピアノ
の楽譜）はすぐ覚えれるけど、数学と
か英語の暗記は壊滅的。
人と考え方がズレているとか言われる
ことがあるが、理由がわからないでい
るらしい。そこがズレていると言われ
る所以だと教えてあげたいが、正拳突
きが怖いので保留している。

【ドブル＆ナンジャモンジャ大会！とカレー食卓】

今回は「流行のカードゲーム大会！」ということで、

フランスのリアルタイム・パーティーゲーム「ドブル」と、

ロシア生まれの爆笑カードゲーム「ナンジャモンジャ」で思い切り遊びました！

4～ 5人ずつテーブルに分かれ、審判として大人が１人付きます。

　　　　　　　　　　　　　　各テーブルメンバーでナンジャモンジャ or ドブルで戦い、

　　　　　　　　　　　　　　勝利したメンバーでチャンピオンシップ大会！

　　　　　　　　　　　　　　そこで勝てばなんと「駄菓子屋とくやま」で使える駄菓子１００円券をプレゼント！

　　　　　　　　　　　　　　ということもあって、正直かつてないぐらいに盛り上がりました！

ナンジャモンジャは「モンスターに名前を付けていくゲーム」なので、

自分たちで手作りしても楽しいかなーと思いました。

「複数の特徴」を入れないとゲームが成り立たないので

案外難しいかもしれませんが、また企画したいと思います！

そしてたくさん遊んだ後は恒例のカレー食卓！

いただきます！！
 
　　　　　　　　　　　　　みんな今回も「うまい！」と言ってくれました！

　　　　　　　　　　　　　たくさんの参加者とボランティアさんのおかげで今回も大盛況で終わりました。

　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました！


